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TransWin32 guide for REA Verifier 
本書では、REA 検証器で得られる 2D ｲﾒｰｼﾞ画像の見方、使い方を中心に説明を行います。 
2D ｲﾒｰｼﾞ画像は、表示ﾓｰﾄﾞが｢ｸﾞﾗﾌｨｶﾙ｣に設定されている場合に表示されます。2D 画像が表示されない場合は、下

記の何れかの操作を行ってください。 
 

表示ﾓｰﾄﾞを切り替える 
ﾒﾆｭｰから｢View｣...｢Graphical｣を選択し、表示ﾓｰﾄﾞを｢ｸﾞﾗﾌｨｶﾙ｣に切り替えます。 
 

 
 
 

初期表示ﾓｰﾄﾞを｢ｸﾞﾗﾌｨｶﾙ｣に設定する 
ﾒﾆｭｰから｢Configure｣...｢Options…｣を選択し、ｵﾌﾟｼｮﾝﾀﾞｲｱﾛｸﾞを表示します。 
 

 
 
ｵﾌﾟｼｮﾝﾀﾞｲｱﾛｸﾞの｢View｣ﾀﾌﾞの表示ﾓｰﾄﾞを｢Graphic｣(赤枠で囲んだ部分)に設定します。 
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ｸﾞﾗﾌｨｶﾙﾓｰﾄﾞ表示例 

 
 
ｴﾗｰ内容 
1)Fixed pattern damage too hight 
固定ﾊﾟﾀｰﾝのﾀﾞﾒｰｼﾞが高過ぎます。 
 
2)Modulation value too low 
ﾓｼﾞｭｰﾚｰｼｮﾝ値が低過ぎます。 
 
3)Reflectance margin too low 
反射ﾏｰｼﾞﾝが低過ぎます。 
 
警告内容 
1) Contrast uniformity too low, actual 4% min 30% 
ｺﾝﾄﾗｽﾄの均一性が低過ぎます。最小 30%必要なところ、測定結果は、4%です。これに起因し、上記ｴﾗｰ 1, 2 が発

生しています。 
 
[参考] 
2D ｲﾒｰｼﾞ画像を拡大表示することで、各ﾓｼﾞｭｰﾙの正確性、ｺﾝﾄﾗｽﾄ均一性などを確認することができます。下記の画

像から、固定ﾊﾟﾀｰﾝのﾀﾞﾒｰｼﾞ、各ﾓｼﾞｭｰﾙのｺﾝﾄﾗｽﾄ均一性が無いことが確認できます。 
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ｱｲｺﾝの説明 
2D ｲﾒｰｼﾞ画像の左ｳｨﾝﾄﾞｳに 8 個のｱｲｺﾝが配置されています。これらを使用することにより、2D ｲﾒｰｼﾞ画像をより視

覚的に分かりやすく確認することが可能になります。同時に複数のｱｲｺﾝをｵﾝにすることができます。 
 

 
 
 

 画像の 2 値化 
このｱｲｺﾝを選択すると、2D ｲﾒｰｼﾞを 2 値化画像に変換して表示します。 
 
         変換前         変換後 

   
 

 ｸﾞﾘｯﾄﾞ境界線の表示 
このｱｲｺﾝを選択すると、2D ｲﾒｰｼﾞ画像にｸﾞﾘｯﾄﾞ境界線を追加表示します。ｸﾞﾘｯﾄﾞ境界線を表示することで、各ﾓｼﾞｭ

ｰﾙの正規境界線からのずれを視覚的に確認しやすくなります。 
 
         追加前         追加後 

   
 

 ｸﾞﾘｯﾄﾞ中央線の表示 
このｱｲｺﾝを選択すると、2D ｲﾒｰｼﾞ画像にｸﾞﾘｯﾄﾞ中央線を追加表示します。ｸﾞﾘｯﾄﾞ中央線を表示することで、各ﾓｼﾞｭ

ｰﾙの正規中央線からのずれを視覚的に確認しやすくなります。 
 
         追加前         追加後 
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 ｸﾜｲｴｯﾄｿﾞｰﾝ領域の表示 
このｱｲｺﾝを選択すると、2D ｲﾒｰｼﾞ画像にｸﾜｲｴｯﾄｿﾞｰﾝ領域を追加表示します。ｸﾜｲｴｯﾄｿﾞｰﾝ領域を表示することで、2D
ｺｰﾄﾞに必須なｸﾜｲｴｯﾄｿﾞｰﾝ領域を視覚的に確認しやすくなります。 
 
         追加前         追加後 

   
 

 ﾓｼﾞｭｰﾙ中央点の表示 
このｱｲｺﾝを選択すると、2D ｲﾒｰｼﾞ画像にﾓｼﾞｭｰﾙ中央点を追加表示します。 
 
         追加前         追加後 

   
 

 警告(Warning)ﾓｼﾞｭｰﾙの表示 
このｱｲｺﾝを選択すると、警告(Warning)ﾓｼﾞｭｰﾙに黄色●を追加表示します。これにより、一目で注意・改善すべき

ﾓｼﾞｭｰﾙを確認することができます。 
 
         追加前         追加後 

   
 

 ｴﾗｰ(Error)ﾓｼﾞｭｰﾙの表示 
このｱｲｺﾝを選択すると、ｴﾗｰ(Error)ﾓｼﾞｭｰﾙに赤色●を追加表示します。これにより、一目でｴﾗｰが発生した改善す

べきﾓｼﾞｭｰﾙを確認することができます。 
 
         追加前         追加後 
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 ﾓｼﾞｭｰﾙ詳細情報の表示 
このｱｲｺﾝを選択すると、薄赤色の●ﾎﾟｲﾝﾀが 2D ｲﾒｰｼﾞ画像上に追加表示されます。同時に、先に説明したｸﾜｲｴｯﾄｿﾞｰ

ﾝ領域、警告(Warning)ﾓｼﾞｭｰﾙ、ｴﾗｰ(Error)ﾓｼﾞｭｰﾙ表示も自動的にｵﾝになります。 
 
         追加前         追加後 

   
 
詳細情報を表示したいﾓｼﾞｭｰﾙ上に●ﾎﾟｲﾝﾀをﾄﾞﾗｯｸﾞすると、左ｳｨﾝﾄﾞｳにﾓｼﾞｭｰﾙの詳細情報が表示されます。下記の例

では、赤丸で囲んだｴﾗｰﾓｼﾞｭｰﾙの詳細情報を表示しています。 
 

  
 

ｱｲｺﾝの複数選択 
一度に複数のｱｲｺﾝ機能をｵﾝにすることができます。下記の例は、ｸﾞﾘｯﾄﾞ境界線、ｸﾜｲｴｯﾄｿﾞｰﾝ領域、警告(Warning)
ﾓｼﾞｭｰﾙ、ｴﾗｰ(Error)ﾓｼﾞｭｰﾙ表示をｵﾝにしてします。 
 

 
 

また、  [+]ｱｲｺﾝで 2D ｲﾒｰｼﾞ画像を拡大することで、ﾓｼﾞｭｰﾙの不均一性、太り細りなどを視覚的に

確認することができます。 
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